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カバーリフレ（スレート大波）
＜お問い合わせ＞

●従来のスレート屋根がこんなに美しくなります。
屋根が二重になる為、抜群の断熱効果があり
省エネに貢献します。（Ｄ京都倉庫様におい
て、室内温度が約5度程下がりました。）

施工前

施工後

施工前

施工後

スレート屋根の改修に。

カバーリフレ

カバーリフレによる改修のメリット



カバールーフが屋根全体を覆うことで、スレートはそれまでの直射日光や外気温の影響を直接受けていた環
境から解放されます。ガルバリウム鋼板の反射に加え、スレートとの間に生まれる空気層が熱の滞留ゾーン
となるため、屋内への熱侵入を抑えます。屋内外の熱移動の障壁となるので、冬季の建物からの熱損失も抑
えるのです。

外気温
日射熱

輻射熱

※1、2　スレート、ガルバリウム鋼板の日射吸収率からの参考値

改修後

ガルバリウム鋼板　65％※2

既存スレート

外気温
日射熱

輻射熱

改修前

スレート日射反射　15％※1

夏のピーク時では、スレート屋根のままでは室温が41℃程度
まで上昇しますが、カバー工法で改修することにより33.0℃程
度まで室温が低下します。また、屋根の裏面温度が下がること
により、室内への輻射熱が低下し、体感温度も下がります。
※いずれも計算値です。実際の諸条件により差異が生じます。

★カバー工法　屋内の作業環境が改善します

★暑さ対策（熱中症予防）

スレート屋根を鋼板でカバーすると、夏場晴天時の
屋根面の貫流熱量が大幅に軽減されます。
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①既存構造
　スレート屋根

②改修構造
　スレート屋根
　+ガルバリウム（GL）鋼板

③改修構造
　スレート屋根
　+グラスウール50㎜
　+ガルバリウム（GL）鋼板
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換気なし
換気回数
0回/hr

温度シミュレーション
（ピーク時の各部温度）

（　 　 ）

（　 　 ）
換気あり
換気回数
10回/hr

換 

気 

状 

態


